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1. はじめに

　官能検査自動化研究会は，昨年 4月から活動を開始した。
目視検査に代表される官能検査の抱える問題点に着目し
て，それを自動化する技術，また開発した技術を標準化し
ていく試みについて，実装分野を中心に幅広く議論を行う
ことを目的としている。
　そもそも検査とは製品の付加価値を生まないため，無く
せるものなら無くしたい，というのが共通の願望だろう。
そこで，検査をするならば，お金をかけずに，できるだけ
効率よく，無駄の無いように実施することが常に求められ
ている。また，検査結果が上流工程にフィードバックでき
て，設計の改善・改良に繋がること，これもよく言われる
ことであるが，その実現は容易ではない。製造業の海外シ
フト，グローバル化の流れが進んでおり，国内でも実現で
きないことは海外ではさらに困難になっている。クラウド
化に対応する製造技術も急速に進展してきているが，検査
技術についてはやはり後回しにされているように見受けら
れる。その中でも，官能検査については，すべての製造現
場で実施されていると言っても過言ではないが，最後まで
残る課題と考えている。検査に人間が直接関わることによ
る品質の安定性や信頼性，生産効率，取引関係など，さま
ざまな問題が指摘されている。この辺の課題については，
解決できるものはぜひ解決していき，製造の現場で本来取
り組むべき課題により集中していただきたいと願っている。
　本稿では，官能検査自動化研究会でこれまで取り組んで
きた活動と，そこでの議論の概要について紹介する。

2. 委員会での議論から

　現在，産学官から 23名の委員メンバに参加いただいて技
術運営委員会直下の研究会として活動を行っている。本年
度は，7月に回路会館にて昨年度から通算で第 3回目の委
員会および公開研究会を開催しており，第 4回目は 1月 28
日の予定である。
　これまでの当委員会での議論の概要は以下の通りである。

2.1	 金めっき外観検査法の標準化

　本課題は，本研究会の設立の切っ掛けになった課題であ
る。金めっきの光沢ムラは低コントラスト欠陥の代表であ
り，その検出は自動化が難しく生産現場では目視検査に頼
らざるを得ない状況にある。自動化技術の困難さに加え，
人間が直接関わることによる評価基準の曖昧さの問題も浮
き彫りにしている。取引関係や海外展開の面でも品質に関
わるさまざまな問題が生じており，共通の評価基準の設定
が重要となっている。なお，本課題については，当委員会
での議論を通じて JPCAへ提案させていただき，IEC東京
大会（2014年 11月）で紹介の予定である。
　本技術は，金以外の材質にも応用が可能であるため，プ
リント配線板の銅めっき部位などへの展開の必要性が指摘
されている。じつは，このめっきの微妙なムラを数値化し
て製品の良否判定を行う試みについては，多方面から問い
合わせをいただいている。また，実装分野では，製品の信
頼性は最終的には電気特性でないと評価できないことか
ら，外観検査と製品機能との紐付けの研究が必要であるこ
とも強調されている。
2.2	 官能検査への対応

　当委員会では，プリント配線板のめっき関連の固有の問
題から官能検査全体の問題点を探ってきた。そもそも官能
検査としては，実装分野では何を扱うのか，たとえば X線
分析は対象に含まれるのか，等々議論も発散しがちであっ
た。これについては，当委員会では電気検査以外の部分に
ついては議論が必要なこと，現場では定量化しないと改善
には使えないこと，画像検査に密接に関係する X線なども
議論の対象に含めていくことなどが再確認された。官能検
査の自動化については，これまで画像処理の適用技術など
に関して，企業，大学などで長年研究されてきた。本研究
会で改めて取り組むには，新しい方針，切り口が必要であ
ることは当初から認識されていたが，客観的な評価技術，
数値化技術，共通化技術（標準化）などの方向性がそのひ
とつである。実装分野に範囲を限定しても，官能検査は多
岐に渡っており，今後の進め方については工夫が必要であ
る。当委員会では，①めっき固有の問題，②官能の問題，
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